
岩
木
川
の
歴
史
と
津
軽
ダ
ム

　

岩
木
川
は
、青
森
県
津
軽
地
方
を
南
北
に
走

り
、日
本
一
の
リ
ン
ゴ
生
産
地
を
支
え
る
全
長

1
0
2
㎞
の
一
級
河
川
で
あ
る
。こ
の
流
域
は

度
重
な
る
洪
水
被
害
と
深
刻
な
水
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
流
域
を
、1
9
6
0

（
昭
和
35
）年
の
完
成
か
ら
現
在
ま
で
目め

屋や

ダ

ム
は
守
り
続
け
た
。し
か
し
、当
時
の
計
画
論

で
は
確
率
の
概
念
が
な
く
、1
0
0
年
に
一
度

の
大
洪
水
に
対
し
て
も
十
分
な
効
果
が
期
待

で
き
な
い
。さ
ら
に
、農
業
の
大
規
模
な
区
画

整
理
に
伴
い
、渇
水
被
害
も
頻
発
し
、ダ
ム
の

容
量
不
足
が
指
摘
さ
れ
た
。そ
こ
で
、津
軽
ダ

ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
っ
た
。

　

津
軽
ダ
ム
は
堤
高
97
・
2
m
、
総
貯
水
量

1
億
4
0
9
0
万
㎥
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
で
、貯
水
量
は
目
屋
ダ
ム
の
3
・
6
倍

に
な
り
、目
屋
ダ
ム
の
目
的
で
あ
る
洪
水
調

節
・
か
ん
が
い
用
水
・
発
電
に
加
え
て
、流
水

の
正
常
機
能
・
水
道
用
水
お
よ
び
工
業
用
水

の
供
給
を
追
加
し
た
計
六
つ
の
目
的
を
持
つ
。

津
軽
ダ
ム
は
目
屋
ダ
ム
の
直
下
流
、約
60
m

の
位
置
に
独
立
し
て
建
設
さ
れ
、目
屋
ダ
ム
は

取
り
壊
さ
れ
ず
に
水
没
す
る
。し
た
が
っ
て
複

雑
な
条
件
下
で
の
建
設
と
な
り
、さ
ら
に
既
存

ダ
ム
を
管
理
し
な
が
ら
計
画
・
施
工
を
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、津
軽
ダ
ム
建
設
は
難
工
事

で
あ
っ
た
。

再
開
発
ゆ
え
の
難
工
事

　

第
一
の
課
題
は
ダ
ム
の
立
地
選
定
だ
っ
た
。

最
も
強
固
な
地
盤
は
既
存
の
目
屋
ダ
ム
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。1
4
0
m
下
流
に
行
く
と

1
0
0
m
ク
ラ
ス
の
ダ
ム
に
は
適
さ
な
い
非

常
に
軟
質
な
地
盤
が
あ
る
。そ
の
た
め
、新
規

ダ
ム
で
は
既
存
ダ
ム
よ
り
も
地
質
条
件
が
難

し
く
、限
ら
れ
た
範
囲
内
で
の
計
画
立
案
が
求

め
ら
れ
た
。第
二
の
課
題
は
、既
存
ダ
ム
の
機

能
を
維
持
し
な
が
ら
そ
の
直
下
で
施
工
す
る

と
い
う
点
で
あ
る
。既
存
ダ
ム
か
ら
の
放
水
な

ど
の
洪
水
調
整
機
能
を
妨
げ
な
い
た
め
、放
流

水
を
ス
ム
ー
ズ
に
流
す
堤
内
バ
イ
パ
ス
路
の

設
計
が
必
要
だ
っ
た
。第
三
の
課
題
に
、工
期

の
短
縮
が
あ
る
。ダ
ム
の
建
設
地
は
積
雪
寒
冷

地
で
あ
り
、冬
期
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
で

き
な
い
。
そ
の
た
め
、
高
速
施
工
の「
巡
航

R
C
D
工
法
」（
※
コ
ラ
ム
）が
導
入
さ
れ
た
。

ま
た
、目
屋
ダ
ム
の
上
流
側
に
は
す
で
に
貯
水

池
が
あ
る
た
め
、施
工
ヤ
ー
ド
の
設
置
面
積
が

限
定
的
に
な
る
た
め
、骨
材
製
造
設
備
や
モ
ー

タ
ー
プ
ー
ル
等
の
仮
設
備
の
配
置
が
コ
ン
パ

ク
ト
に
な
さ
れ
て
い
た
。既
存
の
施
設
を
活
か

し
な
が
ら
建
設
す
る
と
い
う
、開
発
事
業
特
有

の
配
慮
が
至
る
と
こ
ろ
に
見
ら
れ
た
。

ダ
ム
の
た
め
の
ダ
ム 

─
木
戸
ヶ
沢

貯
水
池
と
水
質
保
全
施
設
─

　

津
軽
ダ
ム
の
近
辺
は
、か
つ
て
は
鉱
山
で
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
た
地
域
で
あ
る
。現
在
は
閉

山
し
て
い
る
が
、重
金
属
を
含
む
坑
廃
水
の
処

理
物
の
堆
積
場
が
存
在
す
る
。し
か
し
、そ
の

堆
積
場
の
崩
壊
を
防
ぐ
か
ん
止
堤
は
、津
軽
ダ

学生記事［新連載］

土木のお仕事

木戸ヶ沢貯水池保全施設（サブダム）のコンク
リート打設中。写真奥がかん止堤。

技術者の皆さんとの集合写真。
左手前二番目：町屋氏、右端：吉田氏

学生が行く！

第
1
回
【
青
森
県
】津
軽
ダ
ム（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
）

ダ
ム
の
再
開
発
を
ひ
も
と
く
！

学
生
グ
ル
ー
プ
新
連
載「
学
生
が
行
く
！
土
木
の
お
仕
事
」で
は
、私
た
ち
学
生
委
員
が
土
木
の
仕
事
の
現
場
や
若
手
技
術
者
を

取
材
し
、「
土
木
の
仕
事
の
広
が
り
や
面
白
さ
」を
学
生
目
線
で
ひ
も
と
き
、大
学
生
・
大
学
院
生
向
け
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

篠㟢 真澄 学生編集委員
三室 碧人 学生編集委員
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材
協
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者
］�
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田 

久
氏
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か

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
津
軽
ダ
ム
工
事
事
務
所
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ム
が
予
定
す
る
最
大
貯
水
位
で
冠
水
し
、ダ
ム

湖
へ
重
金
属
が
流
れ
出
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。そ
こ
で
、ダ
ム
湖
を
守
る
サ
ブ
ダ
ム
と
し

て
貯
水
池
保
全
施
設
の
建
設
が
不
可
欠
だ
っ

た
。地
域
の
歴
史
を
配
慮
し
、計
画
へ
組
み
込

み
、技
術
で
克
服
す
る
。技
術
者
に
は
幅
広
い

視
野
と
理
解
力
が
必
要
だ
と
実
感
し
た
。

　

ま
た
、目
屋
ダ
ム
完
成
以
降
、岩
木
川
で
は

濁
水
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。渇
水
の
た
び
に

ダ
ム
湖
岸
の
堆
積
土
砂
が
あ
ら
わ
に
な
り
、降

雨
や
流
入
水
に
よ
る
浸
食
で
濁
る
た
め
で
あ

る
。さ
ら
に
濁
質
の
粒
形
が
細
か
く
、濁
水
が

長
期
化
し
や
す
い
。そ
こ
で
、濁
水
対
策
と
し

て
水
質
保
全
施
設
を
設
け
た
。津
軽
ダ
ム
の
上

流
に
小
さ
な
ダ
ム
を
つ
く
り
、水
位
を
維
持
す

る
こ
と
で
浸
食
を
防
ぐ
。岩
木
川
に
清
流
を
戻

す
と
い
う
信
念
と
技
術
の
組
み
合
わ
せ
で
、き

れ
い
な
流
域
を
守
る
た
め
に
奔
走
す
る
技
術

者
は
と
て
も
輝
い
て
見
え
た
。

ダム堤体の打設方法には、柱状ブ
ロック工法と面状工法の2種類

がある。従来工法の柱状ブロック工法
は、コンクリートを分割してブロック
ごとに打設をし、型枠を使用する一般
的なコンクリート構造物の工法と同様
である。この場合、コンクリートをバイ
ブレータで締め固めるため、流動性が
必須になる。つまり水量が必要だが、目

標の強度を得るには水セメント比を保
つ必要があり、セメント量が増えてコ
ストは高価になる。一方で、面状工法と
はダム堤体全体を面状に打上げる工法
であり、柱状工法で必要な型枠は不要
で段差がなく安全な施工ができる。面
状工法には、一般的なコンクリートを
用いてバイブレータで締め固める拡張
レア工法と、水量、セメント量が少ない

スランプ値0の超硬練り
コンクリートをブルドー
ザーで敷均し、振動ロー
ラで締め固める安価で高
速施工のRCD工法があ
る。津軽ダムではさらに
高速施工化を図り、内部
のコンクリートを先行し
て打設する巡航 RCD工

法をダム本体の大部分で採用し、合理
的に工期短縮を図っていた。

COLUMN　堤体の打設方法

上：柱状ブロック工法（水質保全施設で採
用）／下：面状工法（巡航RCD工法）巡航RCD工法概要図

津軽ダム堤体の全景（9月下旬時点。斜線部が完成予定）。左は既存の目屋ダム。

次
回
後
編
は
津
軽
ダ
ム
に
携
わ
る
若

手
技
術
者
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

何
を
思
い
、何
を
源
に
仕
事
に
励
ん

で
い
る
の
か
？
乞
う
ご
期
待
！

予 告

津軽ダ
ム貯水

池
木戸ヶ沢
貯水池
保全施設

水質保全施設

目屋ダム

津軽ダム

木戸ヶ沢堆積場

岩
木
川
→

図1　位置関係図
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